
前回の季刊誌「ＯＡ部」では，各品の金額を計算しました

今回は合計金額の計算方法です

計算するには，まず『＝』（イコール）と入力です。

合計は鉛筆＋消しゴム＋ボールペンなので，「＝Ｅ４＋Ｅ５＋Ｅ６」です

しかし，これでは品名が増えた場合（例えば１００種類とか１０００種類）

セルの入力やクリックは大変です。

そこで関数を使います

エクセルには，様々な計算を自動で行ってくれる関数があります

合計を求める関数もあります



合計を求める関数は，「ＳＵＭ関数」です

「ＳＵＭ」とは，合計，総計，総額という意味です。

「数式」→「関数の挿入」→関数の分類「数学/三角」→「ＳＵＭ」

「数式」→「Σ （オートＳＵＭ）」



合計範囲を指定します（マウスでドラッグ）

直接　「＝ＳＵＭ（Ｅ４：Ｅ６）」と入力してもＯＫです。

※ＳＵＭの後ろで計算範囲を「（　）：カッコ」で囲む必要があります


